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Ｑ　
三
位
一
体
改
革
で
地
方
へ

の
委
譲
が
増
額
し
た
要
因
は
。

Ａ　
所
得
譲
与
税
が
人
口
割
だ

っ
た
の
が
、
18
年
は
所
得
の

多
い
方
が
有
利
と
な
り
２
億

６
１
０
４
万
円
見
込
ん
だ
。

Ｑ　
地
方
特
例
交
付
金
が
減
っ

た
理
由
は
。

Ａ　
恒
久
減
税
の
縮
減
で
１
億

６
０
０
０
万
円
減
額
し
た
。

Ｑ
土
地
の
負
担
調
整
は
ど
の

よ
う
に
変
わ
る
の
か
。

Ａ　
評
価
額
の
５
％
を
上
乗
せ

す
る
方
式
に
変
わ
り
土
地
所

有
者
に
は
負
担
増
と
な
る
。

Ｑ　
安
全
対
策
と
し
て
交
番
・

駐
在
所
の
強
化
を
。

Ａ　
平
成
22
年
に
中
学
校
区
に

一
カ
所
で
、
駐
在
所
体
制
が

24
時
間
の
交
番
体
制
に
な
る
。

Ｑ　
防
犯
灯
の
新
設
数
は
。

Ａ　
60
基
を
予
定
し
て
い
る
。

Ｑ　
犯
罪
防
止
効
果
と
し
て
青

色
街
灯
が
良
い
。
設
置
し
て

は
ど
う
か
。

Ａ　
ま
だ
一
般
的
で
な
い
が
今

後
検
討
し
て
い
く
。

Ｑ　
国
際
交
流
事
業
で
今
後
の

フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
の
取
り
組

み
は
。

Ａ　
昨
年
は
万
博
で
取
り
組
ん

だ
が
、
今
後
は
民
間
ベ
ー
ス

で
す
す
め
て
い
く
。

交
番
・
駐
在
所

　
　

の
強
化
を

予算特別委員会

　18年度予算案は、予算特別委員会に付託され、
２日間にわたり慎重審議の結果可決しました。

新年度予算審議から

徹 底 検 証

町税4.5％の増収　町税4.5％の増収　
　81億5,860万円　81億5,860万円

 地域の安全を守る駐在所
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討 

論 

討 

論 

Ｑ　
国
民
保
護
計
画
は
軍
事
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
委
託
す
る

の
か
。

Ａ　
高
度
な
専
門
知
識
が
必
要

な
の
で
、
大
学
機
関
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
な
ど
で
軍
事
関
連
と
は
関

係
な
い
業
者
を
予
定
し
て
い

る
。

Ｑ　
防
災
備
蓄
倉
庫
は
年
次
計

画
で
設
置
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

Ａ　
18
年
は
深
溝
小
、
19
年
は

坂
崎
小
を
予
定
し
て
い
る
。

Ｑ　
免
税
点
の
引
き
下
げ
で
消

費
税
の
課
税
業
者
と
な
っ
た

農
家
数
は
。

Ａ　
把
握
し
て
い
な
い
。

Ｑ　
久
保
田
の
山
中
に
あ
る
不

法
建
築
の
指
導
は
。

Ａ　
県
の
建
設
課
が
担
当
し
停

止
の
指
導
、
汚
水
問
題
な
ど

対
応
し
て
い
る
。

Ｑ　
駅
前
再
開
発
事
業
は
長
期

な
の
で
途
中
で
リ
タ
イ
ヤ
す

る
人
が
で
て
く
る
の
で
は
。

Ａ　
18
年
か
ら
10
年
間
、
公
共

施
行
で
い
く
。
共
同
化
事
業

は
18
人
で
す
す
ん
で
い
る
。

Ｑ　
保
育
園
の
手
づ
く
り
お
や

つ
の
回
数
を
増
や
せ
な
い
か
。

Ａ　
週
１
回
出
し
て
い
る
。
そ

れ
以
上
増
や
す
こ
と
は
大
変

で
あ
る
。

伊
藤
宗
次
議
員

　

個
人
町
民
税
の
対
前
年
度

比
１
億
７
０
０
０
万
円
余
は
、

町
民
所
得
の
向
上
で
は
な
く
、

小
泉
「
三
位
一
体
改
革
」
の

課
税
強
化
に
よ
る
も
の
だ
。

　

大
企
業
に
適
正
課
税
の
実

施
で
、
２
億
円
以
上
の
財
源

が
確
保
で
き
る
。
実
施
を
。

　

保
育
料
は
条
例
で
定
め
、

第
２
子
以
降
の
減
免
を
。

　

県
下
で
誇
れ
る
祭
壇
貸
出

し
を
広
報
で
Ｐ
Ｒ
を
。

　

企
業
・
町
内
会
ぐ
る
み
選

挙
な
き
よ
う
、
選
管
は
厳
正

に
対
処
す
べ
き
だ
。

　

区
画
整
理
事
業
は
、
組
合

の
自
己
責
任
、
自
助
努
力
が

厳
し
く
追
求
さ
れ
る
。
公
金

引
き
出
し
に
腐
心
す
る
は
、

住
民
の
理
解
は
得
ら
れ
な
い
。

杉
浦　

務
議
員

　

歳
入
で
は
、
税
制
改
正
の

影
響
、
法
人
業
績
の
好
調
の

維
持
、
入
湯
税
の
創
設
な
ど

町
税
総
額
81
億
５
８
６
０
万

円
、
前
年
度
対
比
4.5
％
増
と

積
極
的
な
見
込
み
を
さ
れ
た
。

　

歳
出
で
は
、
活
力
あ
る
町

づ
く
り
、
人
づ
く
り
、
少
子

高
齢
化
対
策
、
耐
震
化
事
業
、

環
境
対
策
な
ど
各
般
に
わ
た

り
積
極
予
算
を
組
立
ら
れ
た
。

　

新
し
い
政
策
と
し
て
女
性

消
防
ク
ラ
ブ
、
地
域
安
全
女

性
推
進
員
、
防
災
遠
視
カ
メ

ラ
な
ど
時
宜
を
得
た
先
進
的

な
こ
こ
ろ
み
と
し
て
評
価
し
、

成
果
を
期
待
す
る
。

　

住
ん
で
よ
か
っ
た
町
、
住

ん
で
見
た
い
町
、
自
立
で
き

る
町
へ
の
思
い
が
か
な
う
予

算
で
あ
り
、
賛
成
の
立
場
を

明
確
に
す
る
。

高力地区に設置されている防災倉庫

賛 

成
反 

対

防
災
備
蓄
倉
庫
を

　
　
　

計
画
的
に

駅
前
再
開
発
事
業

は
じ
ま
る

Ｑ　
不
妊
治
療
助
成
３
万
円
は

安
い
。
近
隣
は
５
万
円
で
あ

り
同
額
に
。

Ａ　
県
下
の
状
況
を
見
て
努
力

し
た
。

Ｑ　
保
育
園
の
ガ
ラ
ス
飛
散
防

止
対
策
を
。

Ａ　
19
年
度
に
予
算
化
す
る
。

Ｑ　
軽
度
発
達
障
害
の
子
ど
も

が
増
え
て
き
て
い
る
が
、
状

況
を
把
握
し
て
い
る
か
。

Ａ　
小
学
校
で
78
人
、
中
学
校

で
35
人
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

Ｑ　
発
達
を
保
障
す
る
通
級
指

導
教
室
は
実
施
で
き
る
の
か
。

Ａ　
県
下
で
も
２
〜
３
校
し
か

実
施
し
て
い
な
い
。
今
後
も

県
に
要
望
し
て
い
く
。

不
妊
治
療
費
助
成

　

3
万
円
は
安
い
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工
事
の
概
要

　

①
建
設
費

　
　
　

７
億
１
２
９
５
万
円

　

②
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

　
　
　

１
階
（
公
民
館
）

　
　
　
　
　
　
　

１
４
１
６
㎡

給
料
表
は
、
８
級
制
か
ら
７
級

制
と
な
り
、
従
来
の
１
号
級
の

金
額
は
、
４
号
級
に
細
分
化
さ

れ
る
。

　

昇
給
は
、
各
職
員
の
勤
務
成

績
を
査
定
し
て
、
５
段
階
の
区

分
に
よ
り
実
施
さ
れ
る
。

Ｑ　
勤
務
成
績
の
評
価
責
任
者

は
、
誰
に
な
る
の
か
。

Ａ　
所
属
課
長
・
部
長
・
助
役

で
あ
る
が
、
課
題
研
修
を
通

じ
て
、
運
用
能
力
の
向
上
を

図
り
た
い
。

　

（
反
対
２
、賛
成
19
で
可
決
）

　

会
議
室
の
利
用
時
間
が
午
後

５
時
か
ら
午
後
９
時
ま
で
に
延

長
と
な
り
、
夜
間
の
利
用
料
金

が
新
設
さ
れ
た
。

Ｑ　
利
便
性
を
よ
り
向
上
さ
せ

る
た
め
に
は
、
利
用
時
間
を

午
後
10
時
ま
で
延
長
で
き
な

い
か
。

Ａ　
併
設
と
な
る
弓
道
場
の
利

用
時
間
に
合
わ
せ
た
も
の
で

あ
る
が
、
可
能
で
あ
れ
ば
運

用
で
対
処
し
た
い
。

　
　
　
　
（
全
員
賛
成
で
可
決
）

　

道
路
整
備
等
に
よ
り
、
町
道

が
認
定
及
び
廃
止
さ
れ
た
。

●
新
規
に
認
定
す
る
道
路

　

六
栗
西
山
７
号
線
他
38
路
線

●
廃
止
す
る
道
路

　

須
美
東
山
１
号
線
他
26
路
線

　
　
　

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

　

今
日
、
多
重
債
務
に
陥
る

人
々
が
多
く
存
在
し
、
大
き
な

社
会
問
題
を
引
き
起
こ
す
き
っ

か
け
と
な
っ
て
い
る
。

　

多
重
債
務
者
を
生
み
出
す
大

き
な
要
因
に
「
高
金
利
」
が
あ

げ
ら
れ
て
い
る
の
で
、「
関
係

法
令
」
を
改
正
す
る
よ
う
強
く

要
望
す
る
。

　
　
　

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

　

医
療
・
介
護
の
現
場
は
、
医

療
の
高
度
化
な
ど
に
よ
り
限
界

を
超
え
た
過
密
労
働
に
な
っ
て

お
り
、
医
師
や
看
護
職
員
の
不

足
は
、
深
刻
な
問
題
で
あ
る
。

　

地
域
に
お
け
る
医
療
・
介
護
・

福
祉
の
中
核
を
担
う
医
師
・
看

護
職
員
の
確
保
対
策
の
充
実
強

化
を
図
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

　
　
　

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

出
資
法
の
上
限
金
利
引

き
下
げ
等
の
「
関
係
法

令
の
改
正
」
を
求
め
る

意
見
書
（
要
旨
）

医
師
・
看
護
職
員
確
保

対
策
の
充
実
強
化
を
求

め
る
意
見
書
（
要
旨
）

幸
田
中
学
校
体
育
館
・

中
央
公
民
館
改
築
工

事
は
じ
ま
る

職
員
給
与
の
体
系
と

昇
給
基
準
が
勤
務
成

績
中
心
の
運
用
に

中
央
公
園
管
理
棟
が

夜
間
利
用
可
能
に

町
道
路
線
の
認
定

及
び
廃
止

■中央公園管理棟利用料
　　時間区分

利用区分　　

午　前 午　後 夜　間 全　日

午前9時から

正午まで

午後1時から

午後5時まで

午後6時から

午後9時まで

午前9時から

午後9時まで

第1会議室 300円 500円 400円 1,100円

第2会議室 300円 500円 400円 1,100円

第3会議室 300円 500円 400円 1,100円

第4会議室 300円 500円 400円 1,100円

条 例 改 正
　3月議会では、職員
の給与に関する条例を
含む13議案を審議し
可決しました。

幸中体育館・中央公民館の完成予想図

議
員
提
出
案

　
　
　

２
・
３
階
（
体
育
館
）

　
　
　
　
　
　
　

２
１
２
６
㎡

　

③
工　

期

　
　

平
成
19
年
２
月
20
日
ま
で

　

④
請
負
契
約
者

錢
高
・
小
原
建
設
共
同
企

業
体

　
　
　

（
全
員
賛
成
で
可
決
）
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幸
田
中
学
校
体
育
館
・

中
央
公
民
館
改
築
事
業
の

予
算
措
置
と
し
て
、
総
額

７
億
５
０
０
０
万
円
の
一
般
会

計
補
正
の
議
案
が
上
程
さ
れ
ま

し
た
。

Ｑ　
設
計
図
書
に
よ
る
耐
震
強

度
の
確
認
な
ど
は
、
問
題
な

く
対
応
で
き
る
の
か
。

Ａ　
内
外
の
有
資
格
者
に
よ
り

設
計
図
書
の
確
認
と
施
工
時

の
監
査
を
行
う
よ
う
に
し
た

い
。

　
　
　
　
（
全
員
賛
成
で
可
決
）

　

会
計
年
度
も
終
わ
り
に
近
づ
き
、
予
算
の
追
加
や
減
額
な
ど
一
般
会
計
・
特
別

会
計
合
わ
せ
て
８
議
案
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
の
歳
入
は
、
町
税
１
億
４
５
０
０
万
円
、
国
庫
支
出
金
１
５
９
１
万

円
、
諸
収
入
２
０
２
５
万
円
の
増
額
、
お
よ
び
基
金
繰
入
金
１
億
４
７
０
５
万
円
、

町
債
２
億
２
２
０
０
万
円
の
減
額
の
ほ
か
、
国
・
県
支
出
金
の
振
り
分
け
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

歳
出
で
は
、
農
業
農
村
整
備
事
業
費
３
０
９
３
万
円
、
橋
梁
整
備
事
業
費
２
５

０
０
万
円
、
道
路
新
設
改
良
事
業
費
２
３
３
０
万
円
、
給
食
セ
ン
タ
ー
費
１
４
０

０
万
円
等
の
減
額
、
公
債
費
１
７
５
５
万
円
の
増
額
な
ど
各
事
業
の
最
終
見
込
み

に
よ
る
調
整
が
行
わ
れ
、
特
別
会
計
へ
の
繰
り
入
れ
・
繰
り
出
し
が
主
な
も
の
と

な
り
ま
し
た
。

　

特
別
会
計
で
は
、
国
民
健
康
保
険
会
計
の
医
療
給
付
費
２
１
５
０
万
円
、
老
人

保
健
会
計
の
医
療
給
付
費
５
０
０
０
万
円
の
増
額
、
介
護
保
険
会
計
の
医
療
給
付

費
１
８
０
０
万
円
の
減
額
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

各
会
計
と
も
予
算
の
調
整
が
主
な
も
の
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決

し
ま
し
た
。

審議された他の議案
●幸田町職員の公益法人等への派遣に関す
る条例の一部改正について

（反対2、賛成19で可決）
●愛知県市町村職員退職手当組合を組織する
地方公共団体の数の減少及び愛知県市町村
職員退職手当組合規約の変更について

（全員賛成で可決）
●幸田町国民保護協議会条例の制定について

（反対2、賛成19で可決）
●幸田町国民保護対策本部及び幸田町緊急
対処事態対策本部条例の制定について

（反対2、賛成19で可決）
●幸田町心身障害者医療費の助成に関する
条例等の一部改正について

（反対2、賛成19で可決）
●幸田町障害者自立支援認定審査会の委員
の定数等を定める条例の制定について

（全員賛成で可決）
●蒲郡市幸田町衛生組合規約の一部改正に
ついて

（全員賛成で可決）
●幸田町介護保険条例の一部改正について

（反対2、賛成19で可決）
●土地の取得について

（全員賛成で可決）

陳　　情
●「公共サービスの安易な民間開放は行わ
ず、充実を求める意見書」提出に関する
陳情

（反対19、賛成2で不採択）
●医師・看護職員確保対策の充実について
の陳情

（全員賛成で可決）
●国の責任を患者・地方自治体に転嫁する
「医療制度改革」反対の意見書の採択を
求める陳情

（反対19、賛成2で不採択）
●精神障害者の医療費助成制度の改善と、
愛知県に「精神障害者の医療費助成を求
める意見書」採択を求める陳情

（反対18、賛成3で不採択）
●出資法の上限金利の引き下げ等、「出資
の受入れ、預り金及び金利等の取締りに
関する法律」及び「貸金業の規制等に関
する法律」の改正を求める陳情

（全員賛成で可決）

平
成
１７
年
度　

最
終
補
正
予
算

17年度　3月補正の内容
会　　計　　名 補　正　額 補正後の額

一　般　会　計 ▲ 1億9,439万円 140億9,414万円

特　

別　

会　

計

国民健康保険特別会計 2,160万円 24億2,010万円

老 人 保 健 特 別 会 計 5,000万円 20億301万円

介 護 保 険 特 別 会 計 ▲ 1,790万円 10億2,059万円

通所介護サービス特別会計 0 1,149万円

農業集落排水事業特別会計 ▲ 1,187万円 3億7,855万円

下 水 道 事業特別会計 421万円 10億2,339万円

企業
会計

水道
事業
会計

収 益 的 支 出 350万円 6億4,831万円

資 本 的 支 出 0 2億9,014万円

合　　　　　計 ▲ 1億4,485万円 218億8,972万円

２
月
３
日
開
催

第
１
回
臨
時
会


